









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写もろとも かれにしさまそあはれな はゝそか原のなてし 花
	
いとめつらかにや


























































































































































































































































































世の中のいとなきわさもよそなれは春まつや そ と かりける
　　　
追儺
写あしの矢の遠さかるまにとしく てまたもいるへきけふはきにけり
已上三首今すこし快からぬところ〳〵あり勘へ給へ　　　
除夜
写あけゆかは春になるへきうれし と年のをしさといつれ増れる
　　　
冬籬
写山里のけふりそけさは増りけるよはにこ 葉や たく散けむ
